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　　　2020年度大樟会理事会
　　　　“三密”を避け開催

2020年度大樟会理事会は、7月18日（土）午後1時から
本学D館3階31号教室で開催された。当初、5月30日の
開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大に
伴い、約1 ヵ月半遅れの開催となった。

会場は、感染防止の観点からいわゆる“三密”（密閉・
密集・密接）を避けるため、例年の2倍以上の広さの教
室に変更した。出席者は76名となり、ソーシャルディスタンスに配慮した会議となった。冒頭の田村大樟会
会長の挨拶は下記のとおり。なお、理事会における審議の内容等、詳細は「澱江」56号に掲載する予定である。

　　　大樟会会長挨拶（要旨）

　　　　コロナ禍で同窓会は…
大阪経済大学大樟会会長　田村正晴　　

新型コロナウイルス感染拡大により、同窓会の活動は支部総会を含め、すべて休
止状態になっています。ある意味では、大樟会組織にとって危機的状況にあると言っ
ても過言ではありません。人が集まり、語り合い、肩を組んで学歌を歌い、そして
乾杯する。「三密」そのものが、大樟会活動であります。それが、「集まれない」「話が
できない」「飲食もできない」、まさに休眠状態にあると言っても過言ではありません。
本来、同窓会とは何をする組織だったのかを改めて考えさせられることになったよ

うな気がします。そういう意味では、ウィズコロナと言われるこの時代に、どううまく付き合いながら
同窓会活動をやっていくのか。あるいはもっと新たな同窓会のあり方を考えてみるべき時期に来たので
はないかと思います。今、まさにそれが求められているという気がしております。

同窓会の役割は、一つは卒業生の親睦、啓発を図ること。二つ目は、大学ならびに在学生のサポーター
としての役割です。この一つ目の親睦会ができないのなら、今こそ二つ目の大学、在学生をどう支援し
ていくかという活動を進めていきたいと思います。

注 ： （　）内は卒回
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事務局スタッフが交代しました。
　おいしいコーヒーと笑顔で
　　お待ちしております。

大樟会事務局スタッフ

【事務局よりのお願い】大学 100 周年にあたり、古い資料を探しています。お持ちの方はご連絡お願いいたします。（06-6990-3664）

お知らせ
「澱江」特別号をお届けします。
コロナ禍の影響で「澱江」の発行が 3 月となりますため、
最近の大樟会の活動報告をさせていただきました。
澱江56号予告

特集 1　座談会「コロナ禍と同窓会」
特集 2　崎田常務理事インタビュー
ズームアップ経大人スペシャル
・上場企業新社長インタビュー
・小惑星探査機「はやぶさ」の製造に関わる松山市の町工場社長（※ 1）
・IT 企業社長のもう一つの顔はワイン製造業　ほか
ズームアップ経大人スペシャル（対談編）
　この教職員との出会いがなければ……
・ポーカープロ賞金王、生涯獲得賞金は 2 億 5 千万円
・3 回生で公認会計士試験に合格した卒業生
表紙が、卒業生のイラストに変わります。（※ 2）

事務局長
角庵　勝巳

事務局次長
大山　寿久

事務局員
藤原　広子

彼の技が無いと小惑星のサンプルは
持ち帰れません。（※ 1）

65 回卒、イラスト担当の亭島和洋
です。よろしくお願いします。（※ 2）



大樟会は、新型コロナウイルスの影響を受けた現役学
生支援のため、総額1,500万円（本部から1,000万円、54
支部から計500万円）の寄付を行い、2020年8月3日に大
学へ目録を贈呈した。その内、本部寄付金の半額500万
円は「クラブ活動スタートダッシュ支援」として、部費徴
収・新人勧誘も思うようにならない各クラブの活動資金に
充当してもらう。6月に開始した「つながる力。日替わり
お弁当」に次ぐ学生支援の第2段で、これを機に大樟会会
員へ向け、新たな寄付と、さらなる連携強化を呼びかける。

贈呈式で田村正晴会長は「コロナ禍を受けているのは、
どの大学も同様。リスクを恐れず、本学なりのユニーク
な対処法で克服していくことが大事だ」と述べた。山本
俊一郎学長は「地方出身学生への食事支援、活動が停滞

するクラブ活動支援、寄付金贈呈に心より感謝する。コ
ロナ禍で苦労する学生を今後も温かく見守ってほしい」と
謝辞を伝えた。

大樟会から母校へ寄付金を贈呈
─ クラブ活動へのスタートダッシュ支援も ─

大樟会「新型コロナ」
学 生 支 援 活 動

大樟会「新型コロナ」
学 生 支 援 活 動

コロナ禍の下、アルバイト収入や親元からの仕送りが減り、
困窮する学生が増えた。

一時はアルバイト収入がゼロとなり、6月現在も通常時の
約30％に減ったという経営学部2部経営学科の男子学生は

「もともと仕送りをもらっていないので、無料弁当は本当に
助かる。最近は1食か2食で済ます日も多い」と話した。また、
情報社会学部3回生の女子学生は、「緊急事態宣言の期
間、実家に帰っていてアルバイトができなかった。現在は自
炊だが、栄養バランスを考えたHUB CAFÉの手作り弁当
はありがたい」とのこと。

大樟会では、コロナ禍の発生に伴い、常務理事会で在
学生支援策を検討。無料での弁当配布を企画し、HUB 
CAFÉとその運営元である（株）経大サービスをはじめ、大

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、苦境に立っている経大生を支援するた
め、大樟会では 2020 年 6 月 24 日から前期終了日までの昼休みに B 館 1F 経大サー
ビスで、手作り弁当を無料で配布した。一人暮らしの下宿生・寮生らの食生活をサポー
トすることで大樟会と在学生、大学の「つながる力。」を実感する活動となった。

学・総務部、広報部、学生部などの協力も得て、この事業
をスタートさせた。

大樟会の角庵勝巳事務局長は「経大の掲げる『つながる
力。』を形に表す活動の一つとなる。大学在学中に支援す
ることで、大樟会に親しみを感じ、大学への帰属意識を高
めてもらいたい。そして卒業後は後輩のために協力する、
そういう好循環を築いていきたい」と力を込めた。

当初の3日間は50食分を準備し、経大バーチャルキャン
パス「KVC」や「経大サービスＬＩＮＥ」配信、学内ポスターな
どで広報したところ、想定を大きく上回る応募があった。そ
のため、翌週から数量を大幅に増やした。弁当のフタには

「大樟会　つながる力。」と記したシールが貼付され、連帯
感と愛情のあふれる支援活動となった。

在学生に、日替わり弁当を無料配布！

藤本理事長よりのお礼

皆様こんにちは。理事長の藤本でございます。
大樟会の皆様方には、日頃より大学運営並びに教育活動に対して、様々な形でご

支援を賜っておりますことを、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。また、こ
の度、新型コロナウイルス対策に対する支援金の寄付を募りましたところ、大樟会本
部ならびにその支部、そして大樟春秋会からも多額のご寄付をいただきました。また、同窓生の方々か
らもご賛同をいただき、多くの方々から寄付を賜りました。理事長として、心より御礼を申し上げます。
ありがとうございました。
最近の大学を取り巻く環境は、皆様方もご承知の通り、少子化の波が押し寄せ、経営破綻をする大学

が出てくるなど、非常に厳しい危機的な状況にあると言えます。そのような激動の中、追い打ちをかけ
るかのように新型コロナウイルスが猛威を振るい、特に入学が決まった新入学生にとっては、夢に描い
ていたキャンパスライフとは程遠い状況に追い込まれ、不安や不満を抱えながらの大学生活のスタート
となってしまいました。大学運営者として大変心苦しく思っています。
そのような中で、大樟会の方々から頂いた心強いご支援は、まさに「つながる力。」そのものであり、我々
教職員一同も、原点に立ち返り「つながる力。」を再認識することができました。本当にありがとうござ
いました。
頂きましたご支援は、新型コロナウイルスの影響を受けた学生への支援として有効に活用する方法を

検討し、大阪経済大学の学生が、学生の本分を全うできるよう、コロナに負けない強い大学作りを行っ
て参る所存であります。
未曽有の事態であり、まだまだ予断を許さない状況が続きますが、まずは皆様方のご健勝とご多幸を

お祈りし、ご寄付に対する深甚なる感謝の意とさせていただきます。ありがとうございました。
学校法人大阪経済大学理事長　藤本二郎

在学生から、お礼のお手紙をいただきました。
「コロナ禍で大変な中、とても長い期間お弁当を用意してくださり、ありがとう
ございました。私は昨年から一人暮らしを始め、家事や家計の大変さを知りました。
そんな中…（抜粋）」（経営学部2回生　高岡みらのさん）
他にもたくさんの皆さんからお礼のお手紙をいただきました。「澱江」（2021年3月

発行）にも掲載いたします。

山本俊一郎学長（右）に寄付金目録を贈呈する田村会長

日替わり弁当を受け取る学生

「徹底した感染対策と、ボリュ
ーム感・味わい・栄養バランスに
留意しています」とHUB CAFÉ
の調理士・島田優香さん（左）

初日に参集した大樟会メンバー
（左から大山事務局次長、角
庵事務局長、角脇総務部長、
田中常務理事）

肉料理をメインに、副菜を２種配して
野菜摂取にも配慮した弁当


